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授業概要：

「分析・操作の対象としての人間」と「人格としての人間」とのそれぞれの意味につ
いて確認し、科学的研究と技術革新の中で両者の乖離の危険性を認識し、特に、
科学技術の進歩に関わる研究者が「人格としての人間」に対する尊敬を保ち続け
るための具体的方途を明らかにする。

授業計画：
(1) 「分析・操作の対象としての人間」と「人格としての人間」とについての哲学的

概念を知るための哲学史的講義
(2) 受講者各自の専門分野において、「分析・操作の対象としての人間」と「人格と

しての人間」とが乖離する危険性について討論する。


